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「電子書籍」と言うと、いかにもここ数年の間に登場してブームになったもの、とイメージしがちですが、実際には1990年代の初頭から市場に登場しており、その技術発展と市場の拡大を巡って試行錯誤が続けられてきた、歴史ある電子コンテンツの一つです。ここでは、その歴史を簡単に振り返ってみましょう。
　今日では電子書籍専門の販売サイトがいくつも立ち上げられ、高機能な専用端末やスマートフォンによっていつでも、どこでも読むことができます。しかし、登場当初の電子書籍は、フロッピーディスクや当時普及が始まっていたCD-ROMに収録されたものを、パソコンあるいは（現在のものより遥かに大きな）専用端末に入れて読む形式のものでした。
当然、パソコン本体や専用端末の性能は現在のものよりずっと低く、ソフトウェアもノウハウが蓄積されていませんでしたので、読みやすさ、使いやすさは紙媒体の「本」と比べてまだまだ劣るものであったことは否定できません。
しかし、電子書籍ならではの利点もありました。たとえば辞書や事典などのコンテンツは、分厚く巨大になりがちな紙の本よりも、CD-ROM1枚（なかには数枚組になるものもありましたが）の電子書籍の方が、所蔵するスペースが少なくてすみます。また、目次のハイパーリンクや文章の検索、動画、音声の再生など、パソコンならではの機能を活かした電子書籍も数多く登場しました。これらは、1990年代初頭に流行った「マルチメディア」コンテンツの一つとして宣伝されることも多かったようです。
やがて、1990年代半ばから後半に入ると、電子書籍の流通媒体としてパソコン通信やインターネットが利用されるようになりました。これらのコンピュータ・ネットワークを利用した電子書籍の流通については、いくつかの出版社や、作家による実験的なものが先行して存在していましたが、残念ながら1990年代後半の時点で大きな成功をおさめたケースはありませんでした。
　しかし、2000年代以降のインターネットのサービスの拡大と充実、パソコンやモバイル端末などハードウェア面の進化、ソフトウェア面のノウハウの蓄積によって、状況は大きく変わっていきます。また、ユーザーの側も、機器の操作だけでなく、「パソコン（あるいはモバイル端末）の画面上で、長い文章や画像を見る」ということに慣れてきたということもあるでしょう。
電子書籍の普及には、このようにハードウェア、ソフトウェア、サービスだけでなく、私たち「読者」の側の変化があったことも見逃せないポイントだと思います。次は、そうした「読者」の側の変化がどのようなものだったのか、またそれが何によって引き起こされたのかを中心に取り上げていきましょう。

〇「読者」の変化
一口に「読者」と言ってしまうと、紙の本や雑誌を広げて読んでいる人間そのものを思い浮かべる人が多いかもしれません。しかし今日の我々にとって「読むもの」とは、必ずしも紙の本や雑誌（あるいは新聞など）に限りません。電子書籍はもちろん、日々刻々と更新されるウェブサイトやブログ、SNSなど、電子的に配信されるコンテンツすべてが「読むもの」に含まれます。影響力という点から言えば、現代ではむしろこちらの方が強いかもしれません。
ところで、社会の多くの人がこれら電子的なコンテンツを目にするようになったのはそれほど昔のことではありません。先に述べたように、「歴史がある」とはいえ、初期の電子書記が市場に出てきたのは1990年代に入ってからですし、その一般化はインターネットが普及した2000年近くになってからのことです。そもそも、電子式の汎用コンピューターが登場したのは1946年のことですから、人々がコンピューターに接し始めてから70年ほどしか経過していないわけです。しかも初期の電子式コンピューターは今日のようにテレビあるいは液晶画面ではなく、紙への出力をモニター代わりにしていました。それからすると、紙やその代替物に書かれ、あるいは印刷された本がおよそ数千年の歴史とその間の読者を持つのに比べれば、ごくごく短いものでしかないというのがわかると思います。
ところが、その「70年」が人類のメディア史にとってこれまで以上に重要な時期でもあったのです。同じ時期、コンピューターだけでなく映像メディアも長足の進歩を遂げました。また機械技術と電子技術、そして生産技術の急速な進歩は、人類史上かつてないほど大量の電子製品とその上で展開されるコンテンツを社会に、そして個人の家庭に届けることになります。テレビを筆頭に、1980年代からはそこにゲーム機器も加わり、我々の生活は電子的に再現される映像と音楽、テキストで満たされることになります。ここで、「テレビやゲーム機が“読者”とどう関わるの？」と思われる人もいるでしょう。
もちろん、テレビやゲーム機がそのまま電子書籍の母体になったわけではありません。しかし、これらは子どものころからそうした機器に囲まれ、親しんだ人たちが次にパソコンに接し、そして携帯電話、スマートフォンと、身の回りを電子機器によるメディアや交流ツールで満たしていくその伏線となったのです。彼らはモニターに映る文字や画像に慣れていると同時に、それらの機器を使いこなす素養を小さいころから身に着けていました。また、90年代後半に、インターネットが爆発的に普及したのも大きく影響しています。
